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学内見学や相談は、オープンキャンパスや行事以外でもお気軽に広報課までご連絡ください。 

・グラフィックデザイン
・メディアデザイン
・イラストレーション

・メタル
・テキスタイル
・ウッド

・ガラス
・ジュエリー
・レザー

さまざまなお仕事に就いている卒業生の取材に行き、お話を聞く中で共通する言葉が二つあ

ります。それは、「やりたいことを諦めない」「続ける」という言葉です。大学や就職先を決める

際に、自分の「やりたい！」という気持ちに正直になり、自分で歩んで行くことや、簡単そうで難

しい、選んだ道を「やり続ける」ことの大切さを卒業生たちはこれからこの道に来る後輩たちへ

のアドバイスとして贈ってくれています。

広報課では、学生や卒業生の活躍を紹介し、さまざまなところへ繋げて行きたいと考えていま

す。皆様の活躍の報告を楽しみにしています。

卒業生の“今まで”と、在学生の“これから”を軸とし、１つの輪として展開する「わだちとわ」（年２

回発行）の定期購読をご希望の方は、送付先を広報課までご連絡ください。また、「わだちとわ」

では卒業生の受賞や活動報告なども募集しています。

編 集 後 記

定 期 購 読 サ ー ビスご 利 用 案 内
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落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
学
べ
る
環
境
。

河
内
　
早
速
、お
聞
き
し
て
も
い
い
で
す
か
。

伊
藤
　
ど
う
ぞ
、ど
う
ぞ
。（
笑
）

河
内
　
初
め
に
お
聞
き
し
た
い
の
は
、奈
良
芸
に

入
学
し
た
理
由
な
ん
で
す
。教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

伊
藤
　
は
い
。一
度
社
会
に
出
て
介
護
福
祉
士
と

し
て
働
き
な
が
ら
作
家
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、入
所
施
設
で
定
期
的
に
ア
ー
ト
活
動
を
行
う

内
に
、教
員
と
し
て
美
術
を
教
え
る
と
い
う
こ
と

を
勉
強
し
て
み
た
く
な
っ
た
の
で
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
真
剣
に
制
作

に
取
り
組
み
、作
品
と
真
面
目
に
向
き
合
う
学
生

の
姿
に
好
感
が
持
て
ま
し
た
。ま
た
、広
々
と
し
た

制
作
ス
ペ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
、立
地
な

ど
を
踏
ま
え
て
落
ち
着
い
て
学
べ
る
環
境
が
あ
る

と
感
じ
た
の
で
受
験
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、独
学
で
の
学
び
に
限
界
を
感

じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
奈
良
芸
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

岡
田
　
日
本
画
を
選
ば
れ
た
理
由
は
な
ん
で
す

か
。

伊
藤
　
こ
れ
ま
で
美
術
館
や
画
集
で
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
に
触
れ
て
き
た
中
で
、墨
に
興
味
が
あ
っ
て

歴
史
的
な
絵
画
を
勉
強
し
た
い
と
感
じ
て
い
た
か

ら
で
す
。た
だ
、奈
良
芸
に
入
学
し
て
初
め
て
日
本

画
の
岩
絵
具
を
触
っ
た
ん
で
す
よ
。歴
史
や
文
化

の
あ
る
奈
良
で
日
本
画
を
学
べ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。お
二
人
は
ど
う
し
て
日
本
画
を

学
ぼ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

岡
田
　
高
校
が
芸
術
系
の
学
校
で
、2
年
生
か
ら

日
本
画
を
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
。私
は
絵

を
描
く
時
に
線
と
色
を
使
っ
て
表
現
す
る
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
日
本
画
を
学
ぼ
う
と
思
い
ま
し

た
。

伊
藤
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。河
内
さ
ん
は
ど
う
し

て
日
本
画
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

河
内
　
中
学
生
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き

だ
っ
た
の
で
す
が
歴
史
も
好
き
で
、教
科
書
の
歴

史
上
の
人
物
は
ど
ん
な
画
材
で
描
か
れ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
っ
て
疑
問
に
思
っ
た
ん
で
す
。そ
れ
で
調
べ

て
み
た
ら
岩
絵
具
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
、よ
し
！
日

本
画
を
学
ぼ
う
っ
て
思
い
ま
し
た
。

伊
藤
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
絵
は
岩
絵
具

な
ん
で
す
よ
。

河
内
　
そ
う
な
ん
で
す
か
！

伊
藤
　
当
時
の
絵
師
達
が
、岩
絵
具
を
使
っ
て
西

洋
の
描
き
方
を
真
似
て
立
体
感
を
出
し
て
描
い
た

絵
な
ん
で
す
よ
。

中
学
校
美
術
講
師
と
作
家
活
動
の
両
立
。

河
内
　
伊
藤
さ
ん
は
中
学
校
で
美
術
講
師
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や
切
り
絵

作
家
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
、両
立

は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
。

伊
藤
　
一
つ
の
こ
と
だ
け
に
取
り
組
む
こ
と
が
得

意
で
は
な
く
て
、全
然
違
う
こ
と
を
色
々
と
し
て

い
る
方
が
私
の
場
合
は
楽
な
ん
で
す
。そ
れ
か
ら

切
り
絵
が
面
白
い
の
は
、紙
を
切
る
こ
と
で
予
測

し
な
い
魅
力
的
な
線
や
カ
タ
チ
が
表
れ
る
こ
と
で

す
。そ
の
瞬
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
、や
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。（
笑
）

河
内
　
美
術
講
師
の
魅
力
や
や
り
が
い
っ
て
何
で

す
か
。

伊
藤
　
美
術
に
苦
手
意
識
が
あ
る
生
徒
が
、少
し

ず
つ
変
化
し
て
授
業
中
に
イ
キ
イ
キ
し
て
い
く
姿

を
見
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。ど
う
し

て
も
周
り
と
比
較
し
て
し
ま
っ
て
、完
璧
に
こ
な
さ

な
い
と
っ
て
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
。な
の
で『
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
』っ
て
い
う
指

導
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。す
る
と
、

あ
っ
！
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
い
ん
だ
、あ
ん
な
こ
と

も
し
て
い
い
ん
だ
、と
い
う
風
に
少
し
ず
つ
安
心
し

て
表
情
が
緩
ん
で
い
く
の
が
目
に
見
え
て
わ
か
る

の
で
、や
っ
ぱ
り
美
術
は
い
い
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。

岡
田
　
作
家
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
さ

れ
る
予
定
で
す
か
。

伊
藤
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、自
分

の
作
品
を
も
っ
と
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
し
、近

い
う
ち
に
造
形
教
室
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。お
二
人
は
卒
業
後
ど
う
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

自
分
次
第
で
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
る
。

岡
田
　
卒
業
後
は
作
家
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。2
回
生
に
な
っ
て
進
路
を
考
え
た
時
に
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
自
分
で
決
め
な
い
と
進
ま
な

い
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。な
の
で
進
路
を
考
え
る
こ

と
は
自
分
に
と
っ
て
凄
く
大
き
な
こ
と
で
す
が
、後

悔
の
な
い
選
択
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。作
家

活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
、依
頼
を
受
け
て
作
品
づ
く
り

を
す
る
際
、自
分
の
意
図
し
な
い
注
文
が
あ
っ
た

場
合
、ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
か
。

伊
藤
　
自
分
が
納
得
で
き
る
独
自
の
作
品
は
、そ

れ
は
そ
れ
で
つ
く
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。オ
ー

ダ
ー
さ
れ
て
つ
く
る
作
品
に
は
制
限
が
あ
る
ん
で

す
が
、そ
れ
も
面
白
い
ん
で
す
。注
文
さ
れ
る
方
は

自
分
の
作
品
を
見
て
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方

で
、オ
ー
ダ
ー
で
は
ど
ん
な
作
品
が
完
成
す
る
ん

だ
ろ
う
っ
て
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
、楽
し
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

河
内
　
私
は
、中
学
校
美
術
教
諭
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
の
で
、

美
術
教
諭
を
し
な
が
ら
作
家
活
動
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、先
ず
は
専
攻
科
に
進

学
し
ま
す
。

伊
藤
　
い
い
で
す
ね
。先
生
を
し
て
い
る
と
何
百

通
り
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
作
品
が
提
出
さ
れ
る
の

で
、ア
イ
デ
ア
の
宝
庫
で
す
よ
。（
笑
）あ
り
得
な
い

と
思
う
発
想
が
い
っ
ぱ
い
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
、私
は
美
術
科
の
2
年
で
卒
業
し
ま
し
た

が
専
攻
科
に
進
学
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。や
っ
ぱ
り

大
き
な
作
品
を
描
く
経
験
は
大
学
で
な
い
と
な
か

な
か
で
き
な
い
で
す
か
ら
ね
。な
ん
と
な
く
描
け

る
サ
イ
ズ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

ジ
ャ
ン
ル
レ
ス
に
生
き
る
。

伊
藤
　
美
大
進
学
を
志
す
中
高
生
の
み
ん
な
に

は
、自
分
の
ス
タ
イ
ル
や
得
意
分
野
を
先
に
決
め
よ

う
と
思
わ
ず
、今
、自
分
は
何
が
や
り
た
い
の
か
、

何
に
興
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
向
き
合
っ
て

ほ
し
い
で
す
。ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
考

え
ず
、ジ
ャ
ン
ル
レ
ス
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。

卒業生
日本画コース

在学生
奈良芸で交差する素敵な巡り会いを、それぞれの未来へつなげてください。

卒業生／伊藤 美沙さん
（愛知県出身）

2021年3月 日本画コース卒業　
現在、奈良県内中学校美術講師、
イラストレーター、切り絵作家

在学生／河内 瑠那さん
（熊本県出身）

日本画コース２回生　

在学生／岡田 華奈さん
（大阪府出身）

日本画コース２回生　

伊藤さんの作品

在学時の伊藤さん日本画コースの教室



わだちとわ04 轍と輪 03

佐
藤 

亜
矢

陶
芸
コ
ー
ス
卒
業

Sa
to

 A
ya

先生の優しさに触れ、入学を決める。

中学生の頃から美大へ進学したいと考えていました。ただ、絵をたくさん

描いていたわけではなく、どちらかいうと絵を描くよりモノづくりに興味が

ありました。陶芸家の親戚がいた影響もあったのかもしれません。奈良芸

の6コース全部に興味はありましたが、陶芸コースのオープンキャンパス

に参加しました。その時のことはよく覚えています。とにかく先生が優しく

て丁寧に指導してくださいました。その先生が、今もコース主任をされて

いる大塩先生なんですが、先生の指導のもと初めて陶芸に触れ、作品づ

くりをした時に感じたワクワク感や達成感は忘れられなかったです。そし

て、奈良芸は少人数制のため日常的にこのようなマンツーマン指導を受

けられることが、未経験の自分にとって心強かったので、奈良芸で学びた

いと思うようになり受験することを決めました。

夜通し薪をくべた穴窯は、本当に良い思い出。

1回生では、陶芸の基礎である土づくりや道具づくり、ロクロ成形などを学

び湯呑みや花瓶などを制作しました。そんな中でも、入学して早々にコー

スのみんなで輪になって行った「土踏み」は衝撃でした。2回生になると

基礎を土台に表現力を高め、大物制作や古典技法、オリジナルの釉薬作

成、穴窯などさまざまな技法を学び習得していきました。「穴窯」では、も

の凄い熱気が焚口や煙突から放出される中、小さな温度変化に気を配り

ながら夜通し薪をくべました。これは本当に貴重な体験だったと思いま

す。更に、窯から出てきた作品は想像とは違った色や質感で、思い通りに

いかない面白さも学べました。その夜、自分たちで買い出しに出かけ調

理して食べたカレーは最高に美味しかったですね。キャンプみたいでし

たよ。(笑) 翌朝は先生がおにぎりを用意してくれていました。

学びが活かせる仕事に就く。

2回生になると奈良芸での学びを活かすことができる職業に就きたいと

思い、夏休みを利用して今の会社でアルバイトとして働かせていただき

ました。その時、大学で学んでいるので慣れるのが早いねと言ってくだ

さったのを覚えています。幼い頃から窯出し市に行っていたこともあって

馴染みがありましたし、現場での製造作業に携わりたいと考えていたの

で就職を決めました。今は、型から出てきた土鍋の胴の部分を削ったり、

取っ手をつける耳付けという作業を任されています。季節や日によって

土の状態が変化したり、削りや取っ手のカタチを揃えてつくらなければい

けない難しさがありますが、一歩ずつ成長していく自分や、出来上がった

未経験だからこそ、

新鮮で楽しかったです。

佐藤 亜矢 さん
Prof i le 三重県出身

2020年　陶芸コース卒業
現在、長谷製陶株式会社勤務

長谷製陶株式会社
https://www.igamono.co.jp/

商品が店頭に並んでいるのを見かけた時にやりがいを感じます。また、

人が生活するうえで欠かせない「食」と深く関わっているところにこの仕

事の魅力を感じています。

未経験から学べる環境がある。

私は未経験で陶芸コースに入学しました。勉強してみたいという気持ち

だけでしたね。初めて学ぶことばかりなので、いつも新鮮で楽しかったで

すよ。奈良芸は私のような学生を受け入れてくれる環境や学びがあるん

だと思います。学びたいと思うことは、勉強した方が良いと思っています。

国登録有形文化財の16連房旧登り窯

土踏み 穴窯
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岸
本 

望

専
攻
科
／
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
修
了

K
is

hi
m

ot
o 

N
oz

om
i

自らメディア（素材）を選択できるコース。

幼い頃から絵を描くのが好きで高校では絵画クラスを専攻していたので、

美大進学は自然な流れだったと思います。ただ、絵を描き続けるのか、さ

まざまな素材を使って表現するのかということで迷っていました。そんな

時、奈良芸のクラフトデザインコースはウッドやガラス、ジュエリーといっ

た６つのメディア（素材）から２つを選択することができ、ゼロからのス

タートでも学べることを知ったので、表現の幅を広げてみたいと感じ受験

することを決めました。

自由な発想力が身につく。

入学後はガラスメディアとテキスタイルメディアを選択し、主にステンドグ

ラス技法を用いた造形物の表現方法や、布の染め方や織り方など基本的

な繊維を扱った表現方法を学びました。奈良芸は少人数制のため先生と

の距離が近く何でも話せたり相談できる環境がありました。そのため、ゼ

ロからのスタートでもさまざまな方法で素材を扱い表現させてもらうこと

ができたので、自由な発想力を身に着けられました。ガラスとテキスタイ

ルは平面的な素材だと思っていましたが、どちらも色鮮やかで空間を感じ

る素材でした。

専攻科進学か他大学への編入学か。

１回生の終わり頃になると進路を考えるようになり、奈良芸の専攻科への

進学か他の四年制大学への編入学かで悩むようになりました。そんな時、

それぞれの展覧会を見に行く機会があり、作品を見比べることができまし

た。その時、奈良芸の先輩方の作品は四年制大学の作品に一切引けを取

らずに素晴らしい作品であると感じたことと、奈良芸の学びの環境がやっ

ぱり良かったと感じたので専攻科への進学を決めました。

ステンドグラスに魅了される。

ガラスを扱っていく内に、光という触れることができないモノに色をつけ

て、それを飾った空間までをも彩れるステンドグラスという精密かつ迫力

のある技法に魅了されていきました。私は器用な人間ではないのですが、

自分の好きなことに取り組んでいくうちに『好きなこと』が『得意なこと』に

変わりました。その得意なことで誰かの人生が少しでも前向きになるきっ

かけになれたらいいなと思い、ステンドグラスで人と関わる仕事をしたい

と思うようになりました。

やる気さえあれば、

自分の強みは見つけられる。

大学とはそういう場所です。

岸本 望 さん
Prof i le

奈良県出身
2015年　クラフトデザインコース卒業
2017年　専攻科／クラフトデザイン修了
現在、株式会社黒壁勤務
ステンドグラス工房在籍

自分にしかできないことを伸ばす。

入社のきっかけは、奈良芸の研修旅行で黒壁スクエアを訪れたことです。

主にステンドグラス製品の制作と販売、体験教室の講師スタッフを勤めて

います。観光地の中のガラス工房なのでお客様との距離が凄く近いです。

興味がある方やフラッと立ち寄られる方などさまざまですが、ガラスの魅

力に触れて好きになっていただけたり、直接お声を聞くことができるので、

つくり手としてはやりがいや成長を感じやすい環境だと思います。これか

らも自分にしかできないことを伸ばしていきたいと思っています。

大学は自分の強みを見つける場所。

奈良芸には同じような感性や感覚を持った学生がいます。同じ世代で同

じように好きなことを学ぶ学生がいたからこそ、自分の感性や作品づくり

に対する向き合い方など、自分の強みを知ることができました。進路選択

の中でいろいろと考えて不安になってしまったり、自信を失いかけていた

としても、やる気があれば大丈夫です。大学という貴重な環境と時間の中

で自分の強みを見つけて、自信をつけて欲しいです。諦めずに好きなこと

に取り組んでください。

黒壁公式HP
https://www.kurokabe.co.jp/

坂井 克己さん
大阪府出身
2018年　クラフトデザインコース卒業
ステンドグラス工房在籍

熊切 彩美さん
静岡県出身
2021年　クラフトデザインコース卒業
吹きガラス工房在籍

後輩たちも入社して、
頑張っています。

（左） （右）
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おっと！奈良芸

奈良芸の日常を動画でお届けする「おっと！奈良芸」学内で開催され
た「【見習い】MEDIA WIZARDS 2」を広報課の菊地さんがリポートし
ます。

日本遺産で作品展！

奈良・町家の芸術祭はならあとの八木・札の辻エリアに今年も参加
しました。会場は日本遺産にもなっている日本最古の国道交差点と
言われる場所に建つ旧旅籠の「八木札の辻交流館」。そこで、専攻科
／クラフトデザイン、専攻科／デザインの作品展を開催しました。夜
には障子マッピングが行われました。

産官学連携などを行っているデザイン広報サークルが地域や企業、
学校からの依頼を受け子供たちと描く参加型ライブペイントを実施
しました。完成した作品は、一部をくり抜き顔ハメパネルになりフォ
トスポットとして活用されました。

子ども達とライブペイント！

春日表参道 SUN DAYS PARK王寺北小学校閉校カミングデイ

紫苑祭（大学祭）、
オンライン作品展を開催！
今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、紫苑祭
を一般公開せずに入場制限を設けての開催となりました。そ
して、学生の想いが詰まった作品を観ていただきたいという
思いから、作品展はオンラインで公開しました。
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W受賞と2年連続の大賞受賞！

・革コン2021で2年連続最優秀賞！

明日香村写生と写生展！
日本画コースでは、例年10月後半に三重県答志島へスケッチ旅行
に行きますが、今年はコロナ禍のため遠出はせず、本学近くの明日
香村へスケッチに行きました。3日間しっかり写生し、後日「二回生明
日香写生展」を開催しました。

SDGs 環境フェスティバル！
親子で楽しみながらSDGsを学べるイベントで使
用される「いきものスタンプ」の制作と間伐材を
使ったワークショップのお手伝いをデザイン広報
サークルが行いました。また、間伐材サイクルの
仕組みを描いたイラストも制作しました。

高山竹あかり！
竹製品の里奈良県生駒市の高山で開催された
「第25回高山竹あかり」今回は奈良県立大学の学
生がコンセプトを提案し、産官学連携として本学
デザイン広報サークルの学生が、ポスターとパン
フレットのビジュアルデザインを担当するといっ
た新しい試みも行われました。また、当日にはボ
ランティアとしても参加し、幻想的なイベントを
盛り上げました。

特別講座！
先生方の制作プロセスや視点、大切にしているこ
となどを聞かせていただいたり、学生一人ひとり
の作品についてアドバイスをいただきました。憧
れの先生からの指導に学生たちのモチベーショ
ンもグンっ！と上がりました。

デザインコース卒業生の柴田ケイコさんの絵本「パンどろぼうvsに
せパンどろぼう」が第2回TSUTAYAえほん大賞と第5回未来屋えほん
大賞を受賞しました。また、TSUTAYAえほん大賞は前回の「パンどろ
ぼう」での大賞受賞に続き、2年連続の大賞受賞となりました。

いつもの窯と違う窯を使い、粘土で窯を
塞ぎ松の葉で燻されてできた黒陶なら
ではの作品の焼き上がりに、学生から
「かっこいい！」という声が上がりました。

黒陶制作！

2年に一度実施される穴窯焼成。一週間
前から薪づくりを始め、約40点の作品を
コース全員の連携プレイで焼き上げま
した。

穴窯！

本学聖心会館ギャラリーで2021年10月
下旬に陶芸コース進級制作展が開催さ
れました。

進級制作展！

受賞・入選！
陶芸コース

・富山デザインフェア2021

  「パッケージデザインコンペティション」で入賞！

・イタリア、スペインのコンペで入選！
　入選：林 茜（クラフトデザインコース卒業生）

・JAGDA国際学生ポスターアワード2021入選！

・日本タイポグラフィ年鑑2022入選！

・第12回写真コンテスト「飛鳥の木」で受賞！

Gioielli in
Fermento20I21
（イタリア）

ARTE Y JOYA
（スペイン）

佳作賞：植木 悠元（専攻科/クラフトデザイン1回生）

　 　   ：丸山 栞那（クラフトデザインコース2回生）

最優秀賞：
村島 未紗（専攻科/クラフトデザイン1回生）

特別賞：チューリップ賞：
山上かの（デザインコース1回生）

正五位 若手部門 若草賞：
石川 佳介（専攻科/デザイン2回生）

入選：水口 詩乃
（デザインコースGD2回生）

入選：小松 英明
（専攻科/デザイン2回生）

入選：山本 美也花
（デザインコースGD2回生）

入選：大川 桃子
（デザインコースGD2回生）

入選：奥田 流那
（デザインコースGD2回生）

井隼 慶人先生（染織コース）

竹内 浩一先生（日本画コース）


